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1 2．14 1．96 0．922 2．13 1．97 0．93
3 2．12 1．96 0．92
4 2．09 1．95 0．94
5 2．12 1．93 0．91
6 2．08 1．96 0．94
7 2．14 1．97 0．92
8 2．10 1．95 0．93
9 2．12 1．97 O．93
10 2．12 L94 0．92
平均値 0．92
　実験結果から，入力電力2kWにおいて，電力変換効率はη一〇92（92％）という結果が得ら
れた．従って，4．3節，及び本節の前半部にて計算した負荷等価回路定数の値は妥当な値であ
るといえる．また，電力変換効率はハードスイッチングながら比較的高効率である．さらに，
ハードスイッチングゆえに，共振周波数からずれた位置において動作させた状態にあっても長
時問の安定運転を維持することができた．
　なお，電力変換効率η一〇．92より，電力損失は2kW×0．08；0，16kWとして，インバータにお
ける損失電力量は，
　0．16×5＝0．8kV幽；2880kJ
　2880÷38000×100＝7、57％
となり，投入電力量の7．57％はインバータにおける内部損失として消費されたことになる．
　今回の実験においては，ワーキングコイルに2．5mmφのリッツワイヤを用いたため，ワーキ
ングコイル導線に含まれる抵抗成分による発熱がインバータ効率を低下させたとも考えられ
る．従って，このワーキングコイルに使用する導線に径の太い5～10㎜φを採用することによ
って，インバータ効率の上昇，さらには全体の熱効率が若干向上すると考えられる。
　なお，加熱時の負荷設計条件からの移動による回路動作の安定性という観点からは長時闘運
転時にもインバータは負荷に電力を安定的に供給していたので，ハードスイッチングインバー
タは電源装置の機能を十分に果たしえたと考えられる．
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第7章結言
　本文では，高周波誘導加熱による沈没船タンク内部重油加熱回収システムと，このシステム
の主要部を構成するワーキングコイルに焦点を当てて，その基礎的な特性を，実験を中心にし
て明らかにした．また，システムの有効性を検証するための基礎実験として常温環境下でのシ
ーズヒータと高周波誘導加熱による加熱能力比較実験，低温環境下での加熱実験を行った．本
文にて得られた結論をここにまとめる．
1）導線間隔を広げたワーキングコイルの実験結果から，導線間隔を広げることによって負荷
　等価回路定数値の値を小さくすることができたが，加熱特性が著しく悪くなるため，導線
　　間隔は極力広げず，密に巻いたほうが良いという結論に達した．
2）方形ワーキングコイルの特性把握の第1段としてワーキングコイルに対する被加熱鋼板の
　　面積を変化させてこの時の負荷等価回路定数特性の把握を行った．実験結果から，負荷等
　価回路定数の被加熱鋼板面積に対する依存性はあまり見られないことが判明した。
3）空隙を変化させた場合の負荷等価回路定数の特性変化を把握する実験結果から，空隙を大
　　きくしていった場合に同一周波数においては負荷インダクタンスの値は大きくなり，負荷
　抵抗の値は小さくなる．また，空隙の値が等しい場合には周波数が高くなるほどその差が
　広がっていくことが判明した．
4）常温環境下におけるシーズヒータと高周波誘導加熱による水中の加熱実験の結果から，高
　周波誘導加熱によるタンク内部の重油加熱におけるシステムの熱効率がシーズヒータ方
　　式に比べて4倍以上と極めて高く，高周波誘導加熱システムの有効性を立証した．
5）低温環境下におけるタンク内部重油加熱実験から，断熱材を使用せずともタンク内部の重
　　油が高周波誘導加熱によって加熱可能であることが示され，何らかの理由で断熱材の使用
　　が不可能な場合にも有効である事が示された．さらに，断熱材を用いた実験から，断熱材
　　未使用の場合に比べて熱効率が2倍以上向上することも示された．
6）低温環境実験時において，負荷等価回路定数を測定したところ，通電中にわたって負荷等
　価回路定数の変化がほとんど見られなかった．これにより，回路構成が簡単なものの，わ
　　ずかな負荷等価回路定数の変化によっても回路動作に著しく影響する直列共振回路であ
　　っても回路が安定運転することが言える．
7）実験に使用した汎用ハードスイッチングインバータの電力変換効率はおおよそ92％で，比
　　較的高効率運転が実現できた．従って，加熱時の負荷設計条件からの共振周波数移動によ
　　る影響を受けても電源装置としての機能を十分に果たしうるハードスイヅチングインバ
　　ータの使用に対し，電力変換効率の観点からも有効であると言える．
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